
Fantasyの に な い て と し て の 妖 精 た ち

津 島 克 子

妖 精物語 といえばfantasyを 想像す るわけであるが、1章 で はこのfantasy

が 児 童文学 にあ らわれるのに時代に よって変 化が あったこ とをみ てゆ く。

2章 では、そのfantasyの 荷 い手の一 部 とみられる妖精 をその種 類 と特徴

か ら見 る。3章 は、古典 的 とい えるGrimmの 妖 精物語 か らエル フの登場

す る例 を二つ あげて、その特徴 をま とめ、 また4章 は、新 しいタイプの

妖精 をNesbitの 作 品の中にみ るこ とに した い。

1.児 童 文学の流 れ と妖精 物語

児童文 学の 中には、大人の読み物 として 、書か れた ものが 、子供 た ち

の興 味 をひ き、今 日まで読みつが れてい る ものがあ り、 また逆 に、子供

たちの為 に書か れた ものが 、大 人の間で も読 みつ がれてい る もの もあ る。

前者 の中に は、スウ ィフ トの 『ガ リヴ ァー旅行 記』、 デ フォー の 『ロビン

ソン ・クルー ソー」が あ り、後者 には、ル イス ・キャロル の 「ふ しぎの

国のア リス』、ロフテ ィン グの 『ドリトル先生物語 』が ある。 これは 、イ

ギ リス 、アメ リカ共通 に言え る。 しか し、物語 の 内容 につ いて見 る と、

イ ギリスの ものは 、海 を対 象に した ものが 多 く、神秘的で フ ァンタジー

な妖 精 、小 人な どをあっ かった ものが 多い。 また古 い もの には、階層 、

宗教 をあつ か った もの もあ る。それ に対 し、ア メ リカの ものは、舞 台が、

ほ とん ど陸上で力強 く、 コーモアに あふ れてい る。 しか し、 イギ リスに

あ るよ うな、 しっ とりしたフ ァンタジー は、少な い。

妖精が 児童文学 の中に登場 す るの は、遅 い。その理 由は、17世 紀 の頃

妖精が登場 す るよ うな、空想的 なものは、子 供の教育 に良 くな い もの と

され、特 に ピュー リタンた ちには 、有害 であ る として、 きらわれ たため
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であ る。 しか し、18世 紀 は、子供 のための作 品、特に小説が 、多 く生 ま

れた時代 であ り、小 人の出て来 るスウ ィフ トの 『ガ リヴ ァー旅行 記』 の

ような、空 想 を託す ものが、子供 たちの心 をつ か んだ。 そ して、 イソ ッ

プの様 な寓話や 、フェア リー ・テール ズが少 しつつ 出て来た。 しか し、

まだ妖精 の登場す る作 品は 、文学 としては、認め られ ていなか った。

19世 紀 前半 には、 『シェイクスピア物 語』が子供 の世 界に、 また 『グ

リム童話 』が イギ リスに 入ってきたが大 きな進展 には、 ならなか った。

キャサ リン ・シ ンクレア(1800～1864)の 『別荘物語 』では 、18世 紀 ま

での教訓性 をもちなが ら、ファン タジーの要素 をも、持 ち合 わせ て いる。

19世 紀 の 後半に なる と、ア ンデルセ ン童話が 入 り、型 に とらわれ ない、

フ ァンタジー の世 界が 開けて きた。そ して、妖精 の登場 する作 品が 、次

々に発表 され た。 フラ ンシス ・ブ ラウンの『おば あさんのふ しぎない角 、

サ ッカレー の 『バ ラ と指輪 』、ルイス ・キャロルの 『ふ しぎの国のア リス』、

チ ャール ズ ・キン グズ リーの『水の子』、 ジョー ジ ・マ ク ドナル ドの 『妖

精 とのおつ きあい』 な どが ある。

そ して、20世 紀 に入 る と、今 までの宗 教的 な教 訓性 は 、うす ら ぎ、ほ

ん とうのフ ァン タジー の世 界が 開 き始 め る。 その代 表 と言 えるのが ネ ズ

ビ ッ トであ り、彼女の作 品、「砂 の妖精 』である。妖精や 魔法 は、夢 の世

界だけでな く日常 生活 の中に介入 して くる。以後、次々 とファン タジー

な作品が発表 され る。バ リのrピ ー ターパ ン』、 ド・ラ ・メアの 『サル王

子 の 冒険』、 ロフティングの 『ドリ トル先 生 』シ リー ズ、 ミル ンの 『プー

さん』、 トラヴ ァー スの 『メア リー ・ポピンズ』、そ して トー ル キンの『ホ

ビッ トの 冒険」 と、ノー トンの 『床下 の小 人た ち』シ リーズな どは 、有

名で ある。

実際 の ところ、12世 紀 以前か ら妖精物 語が あるに もか かわ らず 、以上

の よ うに、児童文 学の 中に取 り入れ られ生活 に密着 して きたのは 、20世

紀 に入ってか らとい うこ とになる。
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2.歴 史 的に見 たフェア リー とその種類

妖精 その ものの性格 も、少 しつ つ変化 して きた。昔 は、話 の中でその

個 性は 弱 く、なか ば、神 的存在 であ り、強い魔 力を備 えてい た。その魔

力は次 第に弱 ま り、妖精個 々の 、個性 が強 くなってい った。 そ して、神

的存在 とい った ものではな くな り、出現す る場所 も、次第 に子供の世 界

へ追 いや られ て しま う。

妖精 物語 は、時代 にかかわ りな く、その妖精 の、習性 、性 格な どによ

って、何 種類 かに区別で き、妖精 の呼び名 も異な る。

FlorisDelattreは 、 妖精 をその特性 によ って大 き く三つ に分 けてい る。

それは 、1.チ ュ ー トン神話 のエル フ(Elves)。2.ケ ル トの伝 統 をひ くフ

ェア リー(Fairies)。3.ア ー サー王騎 士物語の フェ(Fays)で あ る。 次に

この三つ について少 し詳 し くとりあげてみたい。

iElfに つ い て

Elfの 中 には、次の よ うな種 類が ある。

ボー グル(Bogle)

ス コ ッ トラン ドの人 を驚かす ゴブ リン。意地 が悪 く人 に対 して も

害 を与 える ものが 多い。

ブラ ウニー(Brownie)

ス コ ッ トラ ン ド高地地方 、.および 、 コー ンウォールの性 質の良 い

ゴブ リン。親切 で家事 の手伝 いな どもして くれ る。

ドワァー フ(Dwarf)

地 底 に住み、木の下 にすわ って大声 で叫ん だ りす る。金銀細工 の

特 技 を持 って い る。

ホブ ゴブ リン(Hobgoblin)

家 霊 、守護精霊 。

コボル ド(Kobold)

と くに ドイツの民間伝 説 に出 る。親切 だが いたず ら好 きな家 霊。

一38一



Fantasyの に な い て と して の 妖 精 た ち

ケル ピー(Kelpie)

ス コ ッ トラン ドの民 間伝 説に 出て くる馬の姿 をした水 の精 。

ニ ッ クス(Nix)

ドイ ツの民 間伝 説に出て くる水の精 。姿は人間の形 を してい る。

トロル(Troll)

さ ま ざ まな姿、形、性質 で北 欧神 話に登場 する。

いつ れ も北方神話 の中に良 く現 われ る。 人間の姿 を してい る もの もある

が一 般に小 さ く、わずか数 イ ンチ程 度の もの が 多い。中 には姿 の良 くな

い もの もい るが、す ば らし く妖 しい姿 で人間の心 をさそ うもの もい る。

一般 に
、 きれ い好 きで、人間が部屋 をよご してい る と、 かたづけ た り、

人の いや が る仕事 をきれいに早 く仕上 げて くれ た りもす る。 しか し、そ

の事 に対 して 人間がお礼 をきちん としない と、 人間や動 物に対 して意地

悪 を した り、病気 に した りの魔 法 をかけ る事が あ る。

彼 らは、群 れ をな して いる もの、川、 山、森 、野原な どに集 団で住 む も

の 、例 えば 、 ボー グル(Bogle)、 ドワー フ(Dwarf)、 トロル(Troll)と 、

単独 で、川 、人間の家 の中な どに生活す るもの、例 えば、 ブラウ ニ ー

(Brownie)、 ホ ブ ゴブリン(Hobgoblin)、 コ ボル ド(Kobold)、 ケ ル ピー(Ke1-

pie)、 ニ ックス(Nix)、 とに分 け ることがで き る。

iiFairyな らびにFayに つ いて

Fairyは 、女性 とは限 らないが、女の姿 をした ものは、概 して美 しい。

シンデレラに出 て来 る魔 法使 いは、Fairy‐Godmotherで あ る。姿は人に似

た形 をしてい る。 そ して魔 力 を持つ もの と持 たない もの とが ある。Fairy,

EIfに 共 通 した特徴 は、人間の仕事 を手伝 うが、それ に対 し、お礼 を し

な くては いけ ない。子供 を産ん だ り育 てた りす るこ ともへ たで ある。

Fairyの 語 の起 源は比較的新 し く、 フランス語(OF.folmod・F・fee)

に 由 来す る。1300年 ～1600年 頃 には、Thelandorhomeofthefays;

fairyland即 ち 、faysの 国 の意 味や 、Acollectivetermforthefays
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orinhabitantsoffairyland即 ちfaysを 集 合的に指す意 味で も使われ

ていた。 このfayの 語 もfairyと 同様OF.のfaeか ら来た形 で、これ はさか

のぼればfate(運 命)の 意味の ラテン語fate〃2の 複数 形fata,(theFates

運 命 を仕 どる三 人の女神)に 由来す る。現在fayもfair,も 同 じ意味 。

Oneofaclassofsupernaturalbeingsofdiminutivesize,in

popularbeliefsupposedtopossessmagicalpowersandtohave

greatinfluenceforgoodorevilovertheaffairsofmanで 使 わ

れ るが 、fayの 方 が古めか し く、従 ってあ ま り一般的 な語で はない。

Fay-erieは 、 最初 、魔法 にかけ る状態 、 または、魔 法 その もの の事

で あった。

Fairyに 相 当す るものは、現 在広範囲 に及んで いて、ア ングロサ クソ ン

とスカンデ ィナ ビア のElves;ス コ ッ トラ ン ドのハ イ ラン ド地 方の、

DaoineSidhe;ア イル ラ ン ドのTuathaDeDanann;ウ エ ー ル ズには

TylwythTeg,TheSeelieCourtとTheUnsealieCourt,TheWee

FolkとGoodNeighbourが あ る。彼 らは群 れ をな してい る妖精 と群 れ

をな さない もの とが あ り、 またその大 きさにつ いては、人 間 と同 じ位

の妖精 と、人間 よ りも大 きい妖精 、小 さい妖精が あ り、中 には3本 足

の もの もいる。この ように外形が さまざまの妖精 は また、 その性格 に

よ って、人間 に慣 れた もの と、人間 をさけ るタイプの妖精 とに分 け る

こ とがで きる。その住 む所は 、主 として森の 中や 森の洞穴の 中であ る

が 、湖や 小川 に住 む もの もお り、人に慣れた ものな どは、家の 中で あ

った りす るの に対 して、逆 に人 をさけた地下の ほ ら穴に住 んでい る妖

精 もある。海 によ く出 る精や 、不思議 なHag(魔 女)、Monster(怪 物)、

Bogle(幽 霊)は 、FairyAnimalsと 見 なされ る。

3.Grimmの 妖 精物語 か ら

TheSecretShoemakersとRumpelstiltskinの 二 つ を見てみ よう。

この二つの物語 を比較 してみ ると共 通 して いるのは、主 人公 が貧 しい
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くつ 屋の老 夫婦や貧 しい粉屋の娘 であ って、貧 しい者 の ところへ小 人が

現 われ、その仕事 を手伝 う事 であ る。相違点 としては、TheSecret

Shoemakersの 小 人が現 われ るのは、常 に真夜 中で あ り、主 人公 の夫婦

と話 しをす ることはない。R%即 θZ頭伽 ん珈のノ亅・人が現われるのは夜に限ら

ず特 に時間 は決 まっていない。 また主 人公 の娘 との会話 もあ る。そ して

仕事 に対す る報酬 の仕 方 も、TheSecretShoemakersの ノ亅・人は 、 強

いて望 まな いが 、夫 婦が そっ とお礼 を用意 して お く、それに対 し、Rum・

Pε1S磁 醐 ηの小 人は、仕事 をす るたびに、品物 との交 換 を要 求す る こと

などが相違 として あげ られ る。

i)TheSecretShoemakers

貧 し い くつ 屋の老夫婦 には、 くつ一足分 の皮 しか残 っていなか った。

その皮が、 朝にな る と、 りっぱな くつ にで き上 って いる。その くつ は、

す ぐに売れ 、新 しい皮 を買 う事 がで きた。 そういう事が何 日か続 き、不

思議 に思 った夫婦 は、 ある夜 そっ と見 てい る と、真夜 中に、 どこか らと

もな く、小 人が二 人現われ、 くつ を作 り始め る。そ して夫婦 は小 人の た

め に、服 と くつ を作 り、お礼 をす る。

この二人の小 人は、Elfの 特 徴 をよく表わ してい る。 ドラッ トル は、エ

ル フ を明 るいエルフ と暗 いエル フに分 けてい る。明 るいエル フは光 と空

のエルフで 、外 形 も美 しい者 が 多い。暗 いエルフは、森や 洞穴に住 み 、

外形 も、み に くく、小 さい。 この二 人の小 人が物語 に登場す るのは 、い

つ も真夜 中で あ り、姿 は人間の形 を してい るが小 さいの で暗いエル フに

入 る。そ して魔法 を使 うわけで はないが、非常 な早 さで くつ を仕上 げて

行 くの であ るか ら、や は り不可思議 な力 をもってい る。 また 、 くつ屋 の

夫婦 も小 人 に対 して、 きちん とお礼 をして いるの も妖精 物語の特徴 の一

つで あ る。

ii)R%儡peZsJ'1言sん 珈

貧 しい粉屋 が王様 に、 自分の娘 は、 わ らを金糸 に紡 ぐことがで きる と
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言って しまう。王 は納屋 にあ るわ ら全部 を朝 までに金 糸に してお く事 を

命 じ、 で きな ければ殺 す とい う。 困った娘 の前 に突然小人が現 われ、娘

の して い るネ ックレス と交換に 自分 がわ らを金 に変え ると言 う。 これ を

喜んだ 王様 は、 またわ らを持 って来 る。今度 は指輪 と交換 でや って くれ

る。や がて交 換す るものが な くな ると、小 人は娘 が結婚 し子供 がで きた

ら最初 の子 を もら うとい う約束 をさせ て しま う。王様の お妃 とな った娘

に子供 が生 まれ る。 その時小 人は、 自分 の名 前 を言 いあ てた ら約束は な

かった事 にす る と言 う。 そ こで、王女 は小 人が一 人言 を言って いる とこ

ろを聞 いてつ いに名前 をあて るこ とが で きた。

このelfは 、物 語の中で は、tinyman、 或 いはmannikinと 呼 ばれて いる

ように、外見 は入間 と同 じだが小 人であ る。 このよ うなelfをdwarfと い

う。 そ して 人間ので きな い事 を不思議 な力でや りとげ るが 、や は りその

報酬 と して 品物 を要求 す る。その要求 として子供 をほ しが るこ とが あ るの

も特 色の一つ で、妖精 は子供 を産 む ことがへ たであ り、生 まれて も、 あ

ま り器量が 良 くないため に人間の子 をほ しが る と言われて い る。

4.Nesbitの 妖 精

EdithNesbit(1858～1924)は 、 ロン ドンで生 まれ 、デ ィムチ ャー チ

とい うい なか町 で亡 くな った。父親 はロン ドンで大 きな農 業学校 を経営

してい たが 、彼女 が4才 の時 に病気 のため死亡。 その後母 親 と5人 の兄

弟 とヨー ロ ッパ各地に住ん でいた。小説家に な りたい とい うのが子供 の

頃か らの夢 で17才 の 時始め て詩 を雑 誌に発表 した。21才 の 時 、新 聞記者

と結婚 したが、金銭的 に恵まれず、生活 を支 え るため に恋愛 小説、詩 、

批 評 、 クリスマ スカー ドに絵 を書 くなど、さ まざまな事 を した。

彼女 には5人 の子供が いたが、常 に友達 の ような態度 で接 し、作 品も「常

に子供 にな り、子供 の物の見方 、考 え方 を持 ち、子供 の立場 に立 って書

く事 がで きた作 家であ る」 と言 われてい る。40才 の 時に、楽 しか った子

供 時代 の体験 をも とに したTheStoryOftheTreasureSeekers(『 宝 さ
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が しの子供達』)を書いた。それ以後、次々と子供向きの作品を書 きあげ

た。

彼女の作品に登場する子供たちは、昔の本に出てきた子供たちとは異

なり、元気がよく、いたずらやけんかもする、ごく普通の子供たちである。

そして物語の中に個性の強い妖精 を登場させ たのは、彼女であった。

彼女 の作 品か ら妖精 の性格 を見 てみ よう。

Fivechildrenandit

ロ ン ドンの郊 外に住んでい る5人 の兄妹達が ジャ リ掘 り場 で遊ん でい

る と妙 な生 きもの を見つけ る。 それは 自分 で 「砂 の妖精」 だ と言 い、一

日に一 つ子供 たちの願 いを魔法 でかな えて くれる とい う。 しか し、子供

たちの願 い事 は、結局 どれ も満 足な結果 を得 られないで終わ る。

この物語 に登場 す る妖精 は、Sand-Fairy砂 の妖精 である。 その名 前

はPsammead(サ ミア ド)昔 は仲 間が た くさんいたが、 現 在は非常 に少

くなった。風 貌 と言 えば、カ タツム リの ような 目、 コウモ リの ような耳 、

クモの よ うな毛が はえているおなかや 、足や うで をしている姿は、 まる

でサル の よ うな ものだった。昔か らのFairyと い う言葉か ら得 るイ メー

ジ とは、か な りか け離 れてい る。性格 も強 く、高慢 な口 をきき、お天 気

屋 で、あ ま り魔法 を使 いたが らない。 そ しておこ りっぽ く争い事 を好 ま

ないの も、Fairyの 特 徴その ま まであ る。魔 力の衰 えが激 し く、す ぐに

は魔法 をか け られなか った り、その魔法 も一 日しか もたず、 日が くれ る

と消 えて し まう。

Nesbitが 生 みだ した妖精Psammeadは 、この ように、従 来の妖 精 に

比 べ て、 きわめ て個性 が強か った。
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